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(57)【要約】
　アニオン性ポリマー物質、例えばヒアルロン酸及び／又はカルボキシメチルセルロース
を種々のカチオン性単量体又は二量体抗菌剤のいずれか、例えば塩化セチルピリジニウム
及び／又はアレキシジンジヒドロクロリドと組み合わせて含み、抗菌剤の抗菌効果に顕著
な影響を与えることなく、従ってコンタクトレンズ装用者が増加した水準の抗菌剤に曝さ
れることになるような抗菌剤濃度の実質的増加を必要とせずに、コンタクトレンズに付加
的な快適性と生体適合性を与える、改良された眼科用組成物。本発明の溶液は、効果的な
多目的コンタクトレンズ消毒組成物、レンズ包装溶液組成物、及び／又は目薬、例えば再
湿潤剤及び涙液に使用し得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アニオン性ポリマー及び単量体又は二量体カチオン性抗菌剤を含む眼科用組成物。
【請求項２】
　アニオン性ポリマーは、カルボキシメチルセルロース、ヒアルロン酸、ヒアルロネート
及びこれらの混合物からなる群から選択される請求項１に記載の眼科用組成物。
【請求項３】
　アニオン性ポリマーは、約０．００１～約１％w/vの範囲の量で存在する請求項１に記
載の眼科用組成物。
【請求項４】
　アニオン性ポリマーは、約０．００２～約２％w/vの範囲の量で存在する請求項１に記
載の眼科用組成物。
【請求項５】
　アニオン性ポリマーは、約７０,０００～約４,０００,０００ダルトンの分子量を有す
る請求項１に記載の眼科用組成物。
【請求項６】
　抗菌剤は、塩化セチルピリジニウムである請求項１に記載の眼科用組成物。
【請求項７】
　抗菌剤は、約０．２～約２０ppmの範囲の量で存在する請求項１に記載の眼科用組成物
。
【請求項８】
　更に、緩衝剤を約０．０１～約２．５％w/vの範囲の量で含む請求項１に記載の眼科用
組成物。
【請求項９】
　更に、等張化剤を約０．００１～約２．５％w/vの範囲の量で含む請求項１に記載の眼
科用組成物。
【請求項１０】
　更に、粘滑剤を０．０５～約１％w/vの範囲の量で含む請求項１に記載の眼科用組成物
。
【請求項１１】
　更に、キレート化剤を０．００１～約０．０１％w/vの範囲の量で含む請求項１に記載
の眼科用組成物。
【請求項１２】
　更に、粘度調整剤を約０．０１～約５％w/vの範囲の量で含む請求項１に記載の眼科用
組成物。
【請求項１３】
　溶液が、
　約０．００１～約１％w/vのヒアルロン酸、
　約０．２～２０ppmの単量体又は二量体カチオン性抗菌剤、及び
　緩衝剤
を含む眼科用組成物。
【請求項１４】
　ヒアルロン酸は、約７０,０００～約４,０００,０００ダルトンの分子量を有する請求
項１３に記載の眼科用組成物。
【請求項１５】
　抗菌剤は、塩化セチルピリジニウムである請求項１３に記載の眼科用組成物。
【請求項１６】
　抗菌剤は、約０．２～約２０ppmの範囲の量で存在する請求項１３に記載の眼科用組成
物。
【請求項１７】
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　更に、等張化剤を約０．００１～約２．５％w/vの範囲の量で含む請求項１３に記載の
眼科用組成物。
【請求項１８】
　更に、粘滑剤を０．０５～約１％w/vの範囲の量で含む請求項１３に記載の眼科用組成
物。
【請求項１９】
　更に、キレート化剤を０．００１～約０．０１％w/vの範囲の量で含む請求項１３に記
載の眼科用組成物。
【請求項２０】
　更に、粘度調整剤を約０．０１～約５％w/vの範囲の量で含む請求項１３に記載の眼科
用組成物。
【請求項２１】
　溶液が、
　約０．００１～約１％w/vのヒアルロン酸、
　約０．２～２０ppmの塩化セチルピリジニウム、及び
　緩衝剤
を含む眼科用組成物。
【請求項２２】
　ヒアルロン酸は、約７０,０００～約４,０００,０００ダルトンの分子量を有する請求
項２１に記載の眼科用組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アニオン性ポリマー物質、とりわけ目の粘滑剤（保護剤）であるヒアルロン
酸及び／又はカルボキシメチルセルロースをカチオン性単量体又は二量体抗菌剤と組み合
わせて含み、抗菌効果に顕著な影響を与えることなくレンズに付加的な快適性と生体適合
性を与える、改良された眼科用組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ヒアルロン酸及びカルボキシメチルセルロースのようなアニオン性ポリマーは、眼科用
溶液において湿潤及び潤滑特性を発揮することが知られている。これらの特性により、通
常、目への刺激が低減される。カチオン性抗菌剤も、眼科用溶液に含ませるのに有益であ
ることが知られている。しかしながら、両成分は、１つの溶液中で適合性であるとはみな
されていない。
【０００３】
　カチオン性抗菌殺菌剤は、ある種のアニオン性物質が存在すると、その効果が低下する
ことが示されている。例えば、米国特許第5,858,346号には、ポリ[ヘキサメチレンビグア
ニドヒドロクロリド]（PHMB）及び他の非酸化性殺菌剤（典型的にはカチオン性物質）は
、カルボキシメチルセルロース（CMC）及び／又は種々の他の負に帯電した物質と組み合
わせた場合、微生物の細胞膜を含む細胞膜を損傷する能力が中和されることが教示されて
いる。PHMB又は他の非酸化性殺菌剤の中和は目への刺激を緩和するが、中和は抗菌効果の
損失も招く。
【０００４】
　同様に、米国特許第5,559,104号（Romeoら）には、提案されたヒアルロン酸（HA）バイ
オポリマーの製造方法において、HAの沈殿及び精製のためのイオン対剤（ion-paring age
nt）として、塩化セチルピリジニウム（CPC）を使用することが教示されている。従って
、大過剰のヒアルロン酸又はカルボキシメチルセルロースの存在下でCPCが抗菌活性を保
持することは、経験則に反することである。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　目への刺激の低下に抗菌効果の低減が伴わない組成物を提供することは有益である。本
発明の目的は、そのような組成物及びその使用方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　負に帯電されたポリマー物質及びカチオン性単量体又は二量体抗菌剤を含む新規眼科用
組成物が開示される。本発明の溶液は、効果的な多目的コンタクトレンズ殺菌組成物、レ
ンズ包装溶液組成物、並びに／又は目薬、例えば再湿潤剤及び涙液に使用し得る。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の組成物は、抗菌剤の効果に重大な影響を与えることなく、目にさらなる快適性
を与え、レンズに生体適合性を付与する。
【０００８】
　従来はカチオン性単量体又は二量体抗菌剤とは適合性がないと推測されいたある種の天
然及び／又は合成アニオン性ポリマー物質が、そのようなカチオン性抗菌剤の抗菌活性を
大きく阻害することはないことが、見出された。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　好ましい態様において、本発明の組成物は、コンタクトレンズ殺菌組成物用の典型的な
及び新規な添加剤、例えば、通常の緩衝剤系、界面活性剤、粘滑剤、アミノ酸及び粘度付
与剤（ヒドロキシプロピルメチルセルロース（HPMC）を含む）と適合性がある。
【００１０】
　好ましい態様において、本発明の組成物は、カチオン性単量体又は二量体抗菌剤及び水
溶性アニオン性ポリマー物質を特定の濃度範囲で含む。
【００１１】
　別の好ましい態様において、アニオン性ポリマー物質は、アニオン性ポリマー物質とカ
チオン性単量体又は二量体抗菌剤との相互作用が十分に弱く、抗菌剤の微生物学的活性を
顕著に阻害しないように、十分に小さい電荷密度を有する。
【００１２】
　１つの態様において、本発明の組成物は、少なくとも１種のアニオン性ポリマー物質、
例えばヒアルロン酸及び／又はカルボキシメチルセルロース、並びに少なくとも１種のカ
チオン性単量体又は二量体抗菌剤を含む。
【００１３】
　別の態様において、本発明の組成物は、少なくとも１種のアニオン性ポリマー物質、及
び少なくとも１種のカチオン性単量体又は二量体抗菌剤、例えば塩化セチルピリジニウム
、アレキシジンジヒドロクロリド又は許容される他の塩を含む。
【００１４】
　更に別の態様において、本発明の組成物は、好ましくは、少なくとも１種のアニオン性
ポリマー物質、及び少なくとも１種のカチオン性単量体又は二量体抗菌剤、例えば単量体
ビグアニド含有物質（例えば、クロルヘキシジン及びその眼科的に許容される塩、例えば
クロルヘキシジンヒドロクロリド）又は二量体ビグアニド含有物質（例えば、アレキシジ
ン及びその眼科的に許容される塩、例えばアレキシジンジヒドロクロリド）を含む。アレ
キシジン及びクロルヘキシジンの塩は、有機塩又は無機塩であってよく、典型的には、抗
菌グルコン酸塩、硝酸塩、酢酸塩、リン酸塩、硫酸塩、塩化物などである。１つの態様に
おいて、本発明の組成物は、少なくとも１種のアニオン性ポリマー物質、例えばヒアルロ
ン酸及び／又はカルボキシメチルセルロース、並びに少なくとも１種のカチオン性単量体
又は二量体抗菌剤、例えば非ビグアニドカチオン性単量体抗菌剤、例えば塩化セチルピリ
ジニウムを含む。
【００１５】
　他の態様において、本発明の組成物は、少なくとも１種のアニオン性ポリマー物質、並
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びに少なくとも１種のカチオン性単量体又は二量体抗菌剤、例えばクロルヘキシジン又は
アレキシジン；若しくはカチオン性単量体抗菌剤、例えば塩化セチルピリジニウム又は眼
科的に許容されるその塩又はそれらの混合物を含む。
【００１６】
　本発明の組成物の水性媒体は、通例、製品のpHを所望範囲に維持するのに有効な量で存
在する緩衝成分を含む。本発明の組成物は、好ましくは、組成物に所望の張度を与えるた
めに、有効量の等張化剤を含む。
【００１７】
　本発明の組成物中の水性相又は成分は、所定の用途に適合したpHを有し、多くの場合、
約４～約１０の範囲にある。種々の常套の緩衝剤、例えば、リン酸塩、ホウ酸塩、クエン
酸塩、酢酸塩、ヒスチジン、トリス、ビス－トリス等及びこれらの混合物を使用すること
ができる。
【００１８】
　ホウ酸塩緩衝剤は、ホウ酸及びその塩、例えばホウ酸ナトリム又はホウ酸カリウムを含
む。溶液中でホウ酸又はホウ酸の塩を生成するテトラホウ酸ナトリウム又はメタホウ酸カ
リウムも、使用することができる。ホウ酸は、ホウ酸のpKを効果的に低下し、それにより
望ましい生理学的に最適なpH範囲でホウ酸塩の緩衝能を増大するように、gem-シスジオー
ル含有化合物、例えばソルビトールと組み合わせることができる。
【００１９】
　リン酸塩緩衝剤は、リン酸及びその塩；例えば、M2HPO4 及びMH2PO4（式中、Mは、アル
カリ金属、例えばナトリウム又はカリウムである）を含む。水和塩も使用することができ
る。１つの好ましい態様において、緩衝剤として、Na2HPO4・7H20 及びNaH2PO4・H20 を
使用する。「リン酸塩」は、溶液中でリン酸又はリン酸の塩を生成する化合物も包含する
。
【００２０】
　上記緩衝剤についての有機対イオンも採用できる。緩衝剤の濃度は、通常約０．０１～
２．５w/v％、より好ましくは約０．０５～約０．５w/v％である。
【００２１】
　緩衝剤の種類及び量は、処方が組成物の有効機能基準、例えば物理化学的特性及び貯蔵
安定性、抗菌効果、緩衝能などの因子を満たすように、選択される。また緩衝剤は、組成
物の使用が意図される目及びあらゆるコンタクトレンズに適合性であるpHを提供するよう
に、選択される。一般に、ヒトの涙のpHに近いpH、例えば約７．４５のpHが非常に有用で
あるが、約６～９の非常に広い範囲のpH，より好ましくは約６．５～８．５、さらに好ま
しくは約７．０～８．０のpHも許容される。１つの態様において、本発明の組成物は、約
７．４のpHを有する。
【００２２】
　本発明の組成物の浸透圧は、組成物の対象用途に適合する値に、等張化剤により調節す
ることができる。例えば、組成物の浸透圧は、通常の涙液の浸透圧にほぼ等しくなるよう
に調節し得、これは、塩化ナトリウムの約０．９w/v％水溶液と等しい。適当な等張化剤
の例には、ナトリウム、カリウム、カルシウム及びマグネシウムの塩化物；デキストロー
ス；グリセリン；プロピレングリコール；マンニトール；ソルビトールなど；及びこれら
の混合物が包含される。１つの態様において、塩化ナトリウムと塩化カリウムの組み合わ
せが、組成物の張度を調節するために使用される。
【００２３】
　等張化剤は、典型的には、約０．００１～２．５w/v％の範囲の量で使用される。この
ような量は眼組織の完全性を維持するのに十分な張度を供給するのに有用であることが見
出されている。好ましくは、等張化剤は、１５０～４５０mOsm/kg、より好ましくは約２
２０～約３５０mOsm/kg、最も好ましくは約２７０～約３１０mOsm/kgの最終浸透値を与え
るような量で使用される。
【００２４】
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　別の態様において、本発明の組成物は、好ましくは、少なくとも１種のアニオン性ポリ
マー物質、少なくとも１種のカチオン性単量体又は二量体抗菌剤、並びに最終浸透圧を２
２０～３５０mOsm/kgとし、好ましい最終pHを６．５～８．５とするようにアルカリ金属
塩、例えば塩化ナトリウム及び緩衝剤、例えばリン酸及びその関連塩、ホウ酸及びその関
連塩又はトリ（２－ヒドロキシメチル）メチルアミン（トリス）及びその関連塩を含む水
性媒体を含んでなる。
【００２５】
　他の態様において、本発明の組成物は、好ましくは、少なくとも１種のアニオン性ポリ
マー物質、少なくとも１種のカチオン性単量体又は二量体抗菌剤、並びに最終浸透圧を２
８０～３１０mOsm/kgとし、好ましい最終pHを７．０～８．０とするように１種又はそれ
以上のアルカリ金属塩、例えば塩化ナトリウム及び緩衝剤、例えばリン酸及びその関連塩
、ホウ酸及びその関連塩又はトリ（２－ヒドロキシメチル）メチルアミン（トリス）及び
その関連塩を含む水性媒体を含んでなる。
【００２６】
　更に別の態様において、本発明の組成物は、好ましくは、少なくとも１種のアニオン性
ポリマー物質、少なくとも１種のカチオン性単量体又は二量体抗菌剤、及び抗菌剤の抗菌
活性を著しく損なうことなくレンズ処理中に洗浄を促進するように１種又はそれ以上の界
面活性剤、例えばポリエチレンオキシド（PEO）、ポリプロピレンオキシド(PPO）又はこ
れらの組み合わせからなるブロック共重合体を含む水性媒体を含んでなる。更なる態様に
おいて、界面活性剤活性剤の分子量を増す手段としてPEO-PPO鎖が多官能性物質の官能基
、例えばエチレンジアミン四酢酸のアセチル基に結合した他のPEO-PPO共重合体構成を、
組成物の界面活性剤成分として使用する。
【００２７】
　他の態様において、本発明の組成物は、好ましくは、少なくとも１種のアニオン性ポリ
マー物質、少なくとも１種のカチオン性単量体又は二量体抗菌剤、及び抗菌剤の抗菌活性
を著しく損なうことなくレンズの洗浄を促進しかつレンズの水保持性を達成するために好
ましくは約０．０５～１％w/vの量で添加された１種又はそれ以上の粘滑剤、例えばプロ
ピレングリコール、ポリ（ヒドロキシプロピルメチルセルロース）又は短鎖ポリエチレン
オキシドを含む水性媒体を含んでなる。
【００２８】
　別の態様において、本発明の組成物は、好ましくは、少なくとも１種のアニオン性ポリ
マー物質、少なくとも１種のカチオン性単量体又は二量体抗菌剤、及びコンタクトレンズ
殺菌組成物によりコンタクトレンズを処理する際に涙成分からのカルシウムを確実に可溶
化するために適切な濃度、好ましくは約０．００１～約０．０１％w/vの濃度で添加され
た１種またはそれ以上のキレート剤、例えばエチレンジアミン四酢酸又はその塩を含む水
性媒体を含んでなる。
【００２９】
　更に別の態様において、本発明の組成物は、好ましくは、少なくとも１種のアニオン性
ポリマー物質、少なくとも１種のカチオン性単量体又は二量体抗菌剤、及び１種またはそ
れ以上のアミノ酸、例えばタウリン、セリン及びグリシンを含む水性媒体を含んでなり、
アミノ酸は、抗菌剤の抗菌作用を著しく変えることなく、潜在的な健康上の利益を与える
ような濃度、好ましくは約０．００１～０．１％w/vの濃度で添加される。
【００３０】
　別の態様において、本発明の組成物は、好ましくは、少なくとも１種のアニオン性ポリ
マー物質、少なくとも１種のカチオン性単量体又は二量体抗菌剤、及び抗菌組成物に付加
的な界面活性能を与えるために、適切な水準、好ましくは約０．０００１～０．１％w/v
で、１種又はそれ以上のビタミン又はビタミン関連物質、例えばトコフェリルポリエチレ
ングリコールスクシネート（TPGS）を含む水性媒体を含んでなる。
【００３１】
　別の態様において、本発明の組成物は、好ましくは、少なくとも１種のアニオン性ポリ
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マー物質、少なくとも１種のカチオン性単量体抗菌剤、及び１種又はそれ以上の粘度調整
剤又は成分、例えばセルロースポリマー（ヒドロキシプロピルメチルセルロース（HPMC）
、ヒドロキシエチルセルロース（HEC）、エチルヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキ
シプロピルセルロース、メチルセルロース及びカルボキシメチルセルロースを含む）；カ
ーボマー（例えば、カーボポル。RTM）；ポリビニルアルコール；ポリビニルピロリドン
；アルギン酸塩；カラギーナン；並びにグアーガム、カラヤガム、アガロース、ロカスト
ビーンガム、トラガカントガム及びキサンタンガムを含む水性媒体を含んでなる。このよ
うな粘度調整剤又は成分は、使用されるなら、本発明の組成物に所望の粘度を与えるのに
効果的な量で使用される。粘度調整剤又は成分の濃度は、通例、全組成物に対して約０．
０１～５％w/vの範囲で変化させることができるが、別の濃度のある種の粘度調整成分を
使用することもできる。
【００３２】
　別の態様において、本発明の組成物は、好ましくは、少なくとも１種のアニオン性ポリ
マー物質、少なくとも１種のカチオン性単量体又は二量体抗菌剤、及び水性媒体を含んで
なり、アニオン性ポリマー物質は、７０,０００～４,０００,０００ダルトン、好ましく
は７００,０００～２,０００,０００ダルトンの分子量を有するヒアルロン酸である。
【００３３】
　別の態様において、本発明の組成物は、好ましくは、少なくとも１種のアニオン性ポリ
マー物質、少なくとも１種のカチオン性単量体又は二量体抗菌剤、及び水性媒体を含んで
なり、アニオン性ポリマー物質は、好ましくは約０．００１～１％w/v、より好ましくは
約０．００５～０．２％w/vの濃度で添加されたヒアルロン酸である。
【００３４】
　別の態様において、本発明の組成物は、好ましくは、少なくとも１種のアニオン性ポリ
マー物質、少なくとも１種のカチオン性単量体又は二量体抗菌剤、及び水性媒体を含んで
なり、アニオン性ポリマー物質は、好ましくは約０．００５～０．２％w/vの濃度で添加
された好ましくは７５０,０００～２,０００,０００ダルトンの分子量を有するヒアルロ
ン酸である。
【００３５】
　別の態様において、本発明の組成物は、好ましくは、少なくとも１種のアニオン性ポリ
マー物質、少なくとも１種のカチオン性単量体又は二量体抗菌剤、及び水性媒体を含んで
なり、カチオン性二量体抗菌剤は、アレキシジンジヒドロクロリドである。
【００３６】
　別の態様において、本発明の組成物は、好ましくは、少なくとも１種のアニオン性ポリ
マー物質、少なくとも１種のカチオン性単量体又は二量体抗菌剤、及び水性媒体を含んで
なり、カチオン性二量体抗菌剤は、好ましくは約１～５ppm、より好ましくは約１．０又
は１．５～４．５ppmの濃度で添加されたアレキシジンジヒドロクロリドである。
【００３７】
　以下の濃度範囲が、本発明で検討されるアニオン性ポリマー物質について考慮される：
アニオン性ポリマー物質がヒアルロン酸である場合、このアニオン性ポリマー物質の濃度
は、その分子量に依存して、好ましくは０．００１～１％w/v、より好ましくは０．０１
～０．１％w/vである。アニオン性ポリマー物質がカルボキシメチルセルロースである場
合、このアニオン性ポリマー物質の濃度は、その分子量に依存して、好ましくは０．００
２～２％w/v、より好ましくは０．１～１．０％w/vである。当業者なら、異なるアニオン
性ポリマー物質を使用する場合でも、適切な濃度範囲を決定することができる。
【００３８】
　以下の濃度範囲が、本発明で検討されるカチオン性単量体又は二量体抗菌剤について考
慮される：単量体又は二量体抗菌剤の好ましい濃度は、０．２ｇ／Ｌ（ppm）～２０ppm、
より好ましくは０．５～４ppmである。
【００３９】
　他の態様において、本発明の組成物は、好ましくは、少なくとも１種のアニオン性ポリ
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マー物質、少なくとも１種のカチオン性単量体又は二量体抗菌剤、及び水性媒体を含んで
なり、カチオン性二量体抗菌剤はアレキシジンジヒドロクロリドであり、アニオン性ポリ
マー物質はヒアルロン酸である。
【００４０】
　他の態様において、本発明の組成物は、好ましくは、少なくとも１種のアニオン性ポリ
マー物質、少なくとも１種のカチオン性単量体又は二量体抗菌剤、及び水性媒体を含んで
なり、アニオン性ポリマー物質はヒアルロン酸である。
【００４１】
　他の態様において、本発明の組成物は、好ましくは、少なくとも１種のアニオン性ポリ
マー物質、少なくとも１種のカチオン性単量体又は二量体抗菌剤、及び水性媒体を含んで
なり、カチオン性単量体抗菌剤は塩化セチルピリジニウムである。
【００４２】
　他の態様において、本発明の組成物は、好ましくは、少なくとも１種のアニオン性ポリ
マー物質、少なくとも１種のカチオン性単量体又は二量体抗菌剤、及び水性媒体を含んで
なり、カチオン性単量体抗菌剤は、好ましくは約０．５～５ppm、より好ましくは約１～
３ppm、最も好ましくは約１．３～２．３ppmの濃度で添加された塩化セチルピリジニウム
である。
【００４３】
　他の態様において、本発明の組成物は、好ましくは、少なくとも１種のアニオン性ポリ
マー物質、少なくとも１種のカチオン性単量体又は二量体抗菌剤、及び水性媒体を含んで
なり、カチオン性単量体抗菌剤は、好ましくは約０．５～５ppm、より好ましくは約１～
３．５ppm、最も好ましくは約１．３～２．３ppmの濃度で添加された塩化セチルピリジニ
ウムであり、アニオン性ポリマー物質はヒアルロン酸である。
【００４４】
　本明細書に記載した組成物を用いてコンタクトレンズを処理する方法も、本発明の範囲
に包含される。一般に、そのような方法は、コンタクトレンズに所望の処理を行うのに効
果的は条件で、コンタクトレンズをそのような組成物に接触させることを含む。
【００４５】
　コンタクトレンズは、多くの場合液状水性媒体の状態である組成物にレンズを浸漬する
ことにより、組成物に接触させることができる。コンタクトレンズの処理、例えば沈積し
た物質のレンズからの除去を促進するために、接触時間の少なくとも一部で、コンタクト
レンズを含む組成物を、例えば組成物及びレンズを含む容器を振盪して攪拌する。そのよ
うな接触工程の前又は後に、コンタクトレンズ洗浄において、レンズから更に沈積物を除
去するために、コンタクトレンズを手によってこすってもよい。また洗浄方法は、接触工
程の前又は後でのリンス、及び／又はレンズを装用者の目に戻す前に組成物を実質的にレ
ンズから除去するためのリンスを含むことができる。
【００４６】
　当業者なら、本発明の思想から逸脱することなく、多くの種々の変更を行えることを理
解するであろう。従って、下記の実施例は、説明のためであって、本発明の範囲を制限す
るものではないことを、はっきりと理解すべきである。
【実施例】
【００４７】
　実施例１
　本発明の眼科用組成物の一例を、表１に示すように、調製した。この組成物は、驚くべ
きことに「ノーラブ」(no rub）溶液について定められた滅菌標準に適合し、目に付加的
な快適性を与え、レンズに生体適合性を付与することができる。アニオン性ポリマー物質
（この実施例では、HA（ヒアルロン酸））は、抗菌剤の効果に大きい影響を与えないこと
に注目すべきである。
【００４８】
　下記表１に示すように、Tris 緩衝コンタクトレンズ消毒組成物を用いた場合、０．２
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％HPMCに比べて、約１７０万ダルトンの平均分子量（MW）を有するヒアルロン酸０．０７
５％の存在下で、種々の濃度の塩化セチルピリジニウムの抗菌性能が幾分抑制されたこと
が分かる。しかしながら、活性の僅かな低下は、コンタクトレンズ用の強い消毒系につい
ての低濃度における十分な殺菌率を達成する能力に関しては、比較的重要でない。表１は
、３種の菌及び２種の真菌（C. Albicans 及びF. Salami）に対するCPC
活性が、HPMC-含有処方に比べ、５種の一般的な微生物の合計微生物死滅水準において、
平均約０．５対数しか低下していないことを示している。S. aureus に対するいくらかの
活性の喪失は、CPCと比較的高分子量のHA物質との間にごく僅かのイオン対しか形成され
ないことを示している。ごく僅かのイオン対形成しかみられないという事実は、従来技術
の教示に反することである。
【００４９】
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【表１】

【００５０】
　実施例２
　本発明の眼科用組成物の更なる例を、表２Ａ及び２Ｂに示すように、調製した。やはり
、カチオン性抗菌剤は、抗菌剤の効果に大きい影響を与えない。
【００５１】
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　表１及び表２Ｂを比較すると、基本処方として０．２％HPMC を含むTris緩衝剤を用い
た場合、アレキシジンジヒドロクロリド（ALX）は、CPCよりも、容積あたりの質量（w/v
）基準でより大きい抗菌効果（AME）を発揮することが示される。しかしながら、表１及
び表２Ａを比較すると、HAの存在下では、CPCは、ALXよりも、S. aureus に対してより優
れた活性を有することが示される。更に表１及び表２Ａの比較から、０．０７５％HA（Ｍ
Ｗ＝１７０万）を含むホウ酸塩緩衝CPCは、０．０７５％HA 含有Tris 緩衝CPCよりもかな
り高い活性を発揮することが分かる。Tris 緩衝及びホウ酸塩緩衝「プラシーボ」（抗菌
剤を除く全ての成分を含有する組成物）はほとんど又は全くAME活性を示さないが、ホウ
酸塩は、全体のAME活性を実質的に高めるという説明し得るCPCとの相乗効果を提供する。
表２Ａ及び２Ｂを比較すると、Tris 緩衝剤でのALX のAME 活性も、０．０５％HA（ＭＷ
＝１７０万）を０．２％MPMC に代えて粘滑剤として使用した場合に抑制されることが示
される。すなわち、CPC及びALXの両方は、１７０万の分子量ＭＷを有するHAを粘滑剤とし
て使用した場合、活性の僅かな低下を示す。ここでも、ごく僅かの活性の喪失は、CPCと
比較的高分子量のHA物質との間にごく僅かのイオン対しか形成されないことを示している
。ごく僅かのイオン対形成しかみられないという事実は、従来技術の教示に反することで
ある。
【００５２】
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【表２Ａ】

【００５３】
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【表２Ｂ】

【００５４】
　実施例３
　特定のアニオン性ポリマー物質の分子量が溶液の有効性に何らかの効果を持つかを調べ
るために、試験を行った。表３は、３種の抗菌性化合物：PHMB、ALX及びCPC の抗菌活性
に対するHAの分子量の影響を示す。CompleteTM Moisture PlusTM 多目的溶液（０．１５
％HPMC 及び１．０ppmPHMB 含有）を、PHMB-HA組成に対する非HA対照物として使用し、CP
C非HA対照物は表３に示す（２．０ppmCPC 及び０．１５％HPMC）。２．０ppmALXに対する
ALX非HA対照物は、表２Ｂに示されている。データは、１５０万又は８０万の分子量を有
するHAが、０．１５％又は０．２％でのHPMCと比較して、３種の抗菌性化合物の抗菌作用
に対して測定し得る減少効果を有していないことを示している。比較的高分子量（１７０
万）のHAは、PHMBに対して、最も大きい抗菌作用抑制をもたらし、死滅水準の合計は、非
HA含有対照物及びより低分子量のHA PHMB 組成物に比べ、約４対数減少した。ALX組成物
も、最も高い分子量（１７０万）のHAにより抗菌作用に顕著な影響を受け、より低い分子
量のものに比べ、約２対数の活性損失であった。CPCは、試験した最も大きいHA（１７０
万）の存在によって、抗菌作用に最少の影響を示した。少しの活性の喪失は、CPCと比較
的高分子量のHA物質との間にごく僅かのイオン対しか形成されないことを示している。ご
く僅かのイオン対形成しかみられないという事実は、従来技術の教示に反することである
。
【００５５】
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【表３】

【００５６】
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　実施例４
　この実施例は、市販の低粘度カルボキシメチルセルロース（Hercules Inc., デラウエ
ア州Wilmington）を０．５％添加した場合の単量体抗菌剤CPCの抗菌活性に対する影響を
示す。生成した試験溶液（表４の溶液＃４）は、３．５centipoiseの粘度を示した。３種
の主要な微生物に対する試験溶液の活性を、０．５％CMCの代わりに０．２％HPMCを含む
溶液中でCPCの濃度を増加させて、評価した。試験溶液は、僅かに高い（しかし同程度の
）濃度のCPCを含む比較溶液（＃５）よりも、S. marcescens に対して僅かに高い活性を
示した。試験溶液も、このCPC濃度で、単独の基準に適合する。試験溶液及び対照溶液は
、粘滑剤の種類（CMC対HPMC）の点でのみ異なっている。試験溶液中のCPC濃度は、溶液＃
３及び＃５のCPC濃度に挟まれている。S. aureus の対数減少は、試験溶液については、C
PC対照溶液の両側の濃度についてよりも小さいが、この微生物に対する活性の抑制の程度
は、本発明にとって極端に悪いものではない。
【００５７】
【表４】
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